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【公表日】平成25年6月17日(2013.6.17)
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【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ  28/16    　　　　
   Ｈ０４Ｗ  72/08    　　　　
   Ｈ０４Ｗ  72/04    １３３　

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月31日(2014.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々複数のアンテナポートと複数のモバイルユーザー機器とを有する複数の基地局を有
するワイヤレス電話システムにおけるセル間チャネル品質情報（ＣＳＩ）推定の方法であ
って、各モバイルユーザー機器が一次サービング基地局を有し、少なくとも１つのモバイ
ルユーザー機器がその一次サービング基地局でない基地局に対して協調マルチポイント受
信関係を有し、
　前記方法が、
　その物理的ダウンリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ）で前記少なくとも１つのユーザー
機器に、対応する一次サービング基地局から各ノンサービング基地局のリソース要素（Ｒ
Ｅ）ロケーションでゼロエネルギーを有するミュートＰＤＳＣＨを送信することであって
、前記一次サービング基地局から各送信アンテナポートのセル固有参照シンボル（ＣＲＳ
）ロケーションでのミュートされたＰＤＳＣＨ ＲＥ位置が、下記のように求められ、
　Ｍｙ＝｛６×ｋ＋［３×ｍｙ＋Ｃｅｌｌ ＩＤ （Ｃｏｍｐ Ｃｅｌｌｊ） ｍｏｄｕｌｏ
 ６］｝ｍｏｄｕｌｏ １２
　ここで、Ｍｙがアンテナポートｙの前記ミュートされたＰＤＳＣＨ ＲＥであり、ｋが
０又は１であり、ここで、ｋが任意の送信アンテナポートｙに対して０又は１のいずれか
の値をとり、ｙが選択されたアンテナポートのインデックス数であり、ｍｙが整数であり
、ここで、ｍｙがＰＤＳＣＨミュートに対してどの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シン
ボルが構成されているかに依存する値をとり、ｊ＝１、２，．．．，Ｎであり、ここでＮ
が前記少なくとも１つのユーザー機器に対して協調マルチポイント受信関係を有する基地
局の数であり、ｊが前記一次サービング基地局のセルＩＤに等しくない、前記送信するこ
とと、
　前記ミュートされたＰＤＳＣＨのセル間ＣＳＲパイロットロケーション周りのそのＰＤ
ＳＣＨの前記一次サービング基地局でレートマッチングを実行することと、
　前記少なくとも１つのユーザー機器に対して協調マルチポイント受信関係を有する選択
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された基地局に関連して、前記少なくとも１つのユーザー機器がセル間ＣＳＩ推定を実行
することと、
　を含む、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　ＰＤＳＣＨミュートが生じるＯＦＤＭシンボルで全帯域幅にわたり任意のＰＤＳＣＨミ
ュートイネーブルされたサブフレームにおけるセル間ＣＲＳでＰＤＳＣＨミュートを送信
する、方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、
　全てのＲＢに対して所定のリソースブロック（ＲＢ）内の関連するロケーションを有す
る前記ミュートされたＰＤＳＣＨ ＲＥを送信する、方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法であって、
　送信することが、前記少なくとも１つのユーザー機器に対して協調マルチポイント受信
関係を有する全ての基地局から異なるミュートイネーブルされたサブフレームにわたり物
理的リソースブロック（ＰＲＢ）内でミュートされたＰＤＳＣＨ ＲＥを送信する、方法
。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記ユーザー機器の前記一次サービング基地局から前記少なくとも１つのユーザー機器
へセル間ＰＤＳＣＨミュートサブフレームオフセットと時間ドメイン周期性とを特定する
信号を周期的に送信することを更に含む、方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法であって、
　セル間ＰＤＳＣＨミュートサブフレームオフセットと時間ドメイン周期性とを特定する
信号を周期的に送信することが、前記少なくとも１つのユーザー機器のＰＤＳＣＨでセミ
スタティックシグナリングを介してセル固有の第１及び第２の信号を送信し、
　前記第１の信号が、セル間ＣＳＩ推定のためのＰＤＳＣＨミュートが生じるサブフレー
ムオフセットを識別する４ビットを有し、
　前記第２の信号が、ＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレームの時間ドメイン
周期性を識別する２ビットを有する、方法。
【請求項７】
　請求項５に記載の方法であって、
　セル間ＰＤＳＣＨミュートサブフレームオフセットと時間ドメイン周期性とを特定する
信号を周期的に送信することが、前記少なくとも１つのユーザー機器のＰＤＳＣＨでセミ
スタティックシグナリングを介して、
　セル間ＣＳＩ推定のためのＰＤＳＣＨミュートが生じるサブフレームオフセットを識別
する４ビットを有する第１の部分と、
　ＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレームの時間ドメイン周期性を識別する２
ビットを有する第２の部分と、
　からなる、セル固有の共に符号化される信号を送信する、方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、
　周波数ホッピングパターンに従って所定のＰＲＢ内で任意のＰＤＳＣＨイネーブルされ
たサブフレームでミュートされたＰＤＳＣＨを送信する、方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、
　前記周波数ホッピングパターンがｋの値を決定する、方法。
【請求項１０】
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　請求項１に記載の方法であって、
　ＲＢ送信アンテナポート毎のｍ×Ｎ ＲＥに等しいミュートされたＰＤＳＣＨ ＲＥの密
度を有するミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ここで、ｍが各ＲＢ内のアンテナポート
毎のミュートされたＰＤＳＣＨ ＲＥの数であり、Ｎが協調する二次セルの数である、方
法。
【請求項１１】
　請求項１に記載の方法であって、
　同一のＯＦＤＭシンボルで協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）セット内と同一のミュート
イネーブルされたサブフレーム内の全てのセルに対するセル間ＣＲＳでミュートされたＰ
ＤＳＣＨを送信する、方法。
【請求項１２】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル０でポ
ート０とポート１でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙがアンテナポートｙに対
するｙモジュロ２として選択される、方法。
【請求項１３】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル０でポ
ート２とポート３でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙがアンテナポートｙに対
するｙモジュロ２として選択される、方法。
【請求項１４】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル０でポ
ート０とポート１でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙがポートｙ＝０又は１に
対するｙモジュロ２とポートｙ＝２又は３に対する１－ｙモジュロ２として選択される、
方法。
【請求項１５】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル８でポ
ート２とポート４でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙがポートｙ＝０又は１に
対するｙモジュロ２とポートｙ＝２又は３に対する１－ｙモジュロ２として選択される、
方法。
【請求項１６】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル０でポ
ート０とポート１でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙがポートｙ＝０又は１に
対するｙモジュロ２とポートｙ＝２又は３に対する１－ｙモジュロ２として選択される、
方法。
【請求項１７】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル８でポ
ート２とポート３でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙがポートｙ＝０又は１に
対するｙモジュロ２とポートｙ＝２又は３に対する１－ｙモジュロ２として選択される、
方法。
【請求項１８】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル３でポ
ート０とポート１でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙがポートｙ＝０又は１に
対する１－ｙモジュロ２とポートｙ＝２又は３に対する１－ｙモジュロ２として選択され
る、方法。
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【請求項１９】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル８でポ
ート２とポート３でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙがポートｙ＝０又は１に
対する１－ｙモジュロ２とポートｙ＝２又は３に対する１－ｙモジュロ２として選択され
る、方法。
【請求項２０】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル７でポ
ート０とポート１でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙが全てのアンテナポート
に対するｙモジュロ２として選択される、方法。
【請求項２１】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル７でポ
ート２とポート３でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙが全てのアンテナポート
に対するｙモジュロ２として選択される、方法。
【請求項２２】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル７でポ
ート０とポート１でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙがポートｙ＝０又は１に
対するｙモジュロ２とポートｙ＝２又は３に対する１－ｙモジュロ２として選択される、
方法。
【請求項２３】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル８でポ
ート２とポート３１でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙがポートｙ＝０又は１
に対するｙモジュロ２とポートｙ＝２又は３に対する１－ｙモジュロ２として選択される
、方法。
【請求項２４】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル１１で
ポート０とポート１でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙがポートｙ＝０又は１
に対する１－ｙモジュロ２とポートｙ＝２又は３に対するｙモジュロ２として選択される
、方法。
【請求項２５】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル１でポ
ート２とポート３でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙがポートｙ＝０又は１に
対する１－ｙモジュロ２とポートｙ＝２又は３に対するｙモジュロ２として選択される、
方法。
【請求項２６】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル１１で
ポート０とポート１でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙが全てのポートに対す
る１－ｙモジュロ２として選択される、方法。
【請求項２７】
　請求項１に記載の方法であって、
　任意のＰＤＳＣＨミュートイネーブルされたサブフレーム中のＯＦＤＭシンボル８でポ
ート２とポート３でのミュートされたＰＤＳＣＨを送信し、ｍｙが全てのポートに対する
１－ｙモジュロ２として選択される、方法。
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【請求項２８】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記少なくとも１つのユーザー機器に既知の所定の時間ホッピングシーケンスに従って
セル間ＣＲＳロケーションで任意のＰＤＳＣＨイネーブルされたサブフレームでミュート
されたＰＤＳＣＨを送信する、方法。
【請求項２９】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記一次基地局と、前記少なくとも１つのユーザー機器に対して協調マルチポイント受
信関係を有する各基地局とが、このようなセルが各他のこのようなセルのロケーションを
推測できるようにするリソースブロックグリッドについてのミュートパターン情報を交換
することを更に含む、方法。
【請求項３０】
　請求項２９に記載の方法であって、
　ミュートパターン情報がそれらのセルＩＤを含む、方法。
【請求項３１】
　請求項２９に記載の方法であって、
　ミュートパターン情報がそれらのＣＲＳポートｉのロケーションを含み、ここで、０≦
ｉ≦３である、方法。
【請求項３２】
　請求項２９に記載の方法であって、
　リソースブロックグリッドがバックホールリンクを含む、方法。
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